
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
七城図書館
旭志図書館
泗水図書館

中央公民館
七城公民館
旭志公民館
泗水公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）2028

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332
☎ 0968（25）1115

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

図 書 館 公 民 館

小中学生30人程度（要申し込み）対象・定員
中央公民館 大研修室ところ
８月19日㈯ 午後２時～３時と　き

テーマ「夏本！」
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4

地球の歩き方編集室／編

２  地球の歩き方
　世界のお酒図鑑

　懐が寂しいときは妄想旅
行に限る! コストは０、必要
なのは想像力だけ。この夏、
お酒で世界一周しませんか。

　パイロットによる仕事講座。聞いて、見て、学ぼう！

　公民館では、さまざまな工夫やアイデアを凝らし、
市民の「学び」と「活動」を応援しています。６月に終
了した講座の一部を紹介します。

現役パイロットによる「キクロス航空教育」

芭
ば

蕉
しょう

みどり／作・絵スージー・リー／作

太
おお

田
た

　愛
あい

／著

4  パパのくれたおくりもの3   なみ

1  幻夏

　双子の子ネズミが、少し
意地悪だけど、本当は優し
いお兄ちゃんと海辺で出会
うお話です。絵も綺麗で大
人も楽しめます。

　波と女の子の追いかけっ
こをモノクロと青の世界で
表現した美しいイラスト。韓
国の作家が描く文字のない
絵本です。

　著者が有名な刑事ドラマ
の脚本家のせいか、その世
界観を彷彿とさせます。読
後の何とも切ない感じは夏
の終わりに似ています。

6月に終了した公民館主催講座を紹介!

●木彫入門！！ めざせ彫刻刀名人
　（5月・6月、全5回、中央公民館）

　受講生21人が、オリジナル
の手鏡作りに挑戦。彫刻刀で
木を彫る楽しさに魅了され、熱
心に制作していました。世界に
一つだけの手鏡が完成し、皆
さん大満足でした。

●菊池川流域日本遺産、菊池の史跡とその周辺の
　様相 （5月・6月、全3回、七城公民館）

　菊池・山鹿地域の菊池川流
域遺産、史跡について20人が
受講。第2・3回は七城・山鹿地
域をバスで巡りました。「現地
研修ができ、講座が楽しくなっ
た」といった声が聞かれました。

●スマホ入門【Android版】 （6月、全3回、中央公民館）

　15人の受講生が、スマート
フォンの基本的な使い方や、便
利な機能について学びました。
自分のスマートフォンを使った
学習で、講師と一緒に熱心に取
り組む様子が見られました。

●ワン・ニャンちゃんとのステキな日常
　（6月、全1回、泗水公民館）

　受講生15人が、ペットとの楽
しい生活を送るために大切な
ことを学びました。イヌ・ネコの
病気やその予防法、餌の与え
方を学習。質疑応答もあり、日
頃の不安も解消できたようです。
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